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（案） 

 

 

アンケート調査ご協力のお願い 

日頃より教育行政の運営にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうござ

います。 
 

平成２０年７月に国においては「教育立国」を目指した「教育振興基本計画」

が閣議決定され、また、岐阜県においては、同年１２月に今後の岐阜県教育が

目指すべき基本的方向性を明らかにした基本理念・基本目標などが「岐阜県教

育ビジョン」として策定されました。 
 
こうした中、大垣市教育委員会では、今後の大垣市教育の「道しるべ（方針）」

となる「大垣市教育振興基本方針」の策定に向けて準備をしています。 
このたび、市民の皆様のお考えやご意向を｢基本方針策定に生かすための市民

アンケート調査｣を実施することとしました。 
 

アンケートは、満１８歳以上の市民の方の中から無作為に選ばせていただい

た１，０００人を対象とし、あなたにお願いすることになりました。 

アンケートには無記名でお答えいただき、結果は統計的に処理致しますので、 
ご迷惑をおかけすることは決してありません。 
 

お忙しいところ、誠に恐れ入りますが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協

力賜りますよう、お願い申し上げます。 

 

平成２１年６月 

大垣市教育長 内田 一之 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大垣市教育振興基本方針策定のための市民アンケート調査

○ご記入にあたっての注意事項 

①調査票は、あて名となっているご本人がご記入くださいますよう、お願いいたします。

②答えは、右の回答欄へご記入ください。また、「その他」の場合は具体的に（  ）欄に

お書きください。 

③ご記入いただいた調査票は、返信用封筒に入れて６月  日（ ）までにポストに投函

していただきますよう、よろしくお願いいたします。 

 

※この調査について、ご質問・ご不審な点がありましたら、市役所教育委員会庶務課 
 (電話８１－４１１１ 内線７６３) までご連絡ください。 
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あなたのことについて 

あなたご自身のことについておうかがいいたします。それぞれの質問につ

いて、あてはまるものの番号を右側の回答欄に記入してください。 
 

① あなたの満年齢、性別について（平成２1 年６月１日現在でお答えください） 

１．18～29 歳 ３．40～49 歳 ５．60～69 歳 
年 齢 

２．30～39 歳 ４．50～59 歳 ６．70 歳以上 

 

性 別 １．男性 ２．女性 

 

② あなたの主たる職業および勤務（自営）地について 

１．自家営業（商工業、サービス業、自由業など） 

２．農林水産業 

３．勤め人  

４．パートタイム、アルバイト 

５．その他の職業（具体的に                 ） 

６．無職（家事従事、学生を含む） 

 

１．大垣市 

２．大垣市周辺（西濃地域） 

３．岐阜市 

４．名古屋市 

    勤務地 

 

 

（
無
職
以
外
の
方
） ５．その他 

 

③ あなたはどのくらい大垣市に住んでおられますか？ 

１．1年未満 ４．10 年以上 20 年未満 

２．1年以上 5年未満 ５．20 年以上 30 年未満 

３．5年以上 10 年未満 ６．30 年以上 

 

④ あなたが住んでおられる住所地は、どこですか？ 

１．興文地区 ８．安井地区 15．中川地区 22．墨俣地区 

２．東地区 ９．宇留生地区 16．和合地区  

３．西地区 10．静里地区 17．三城地区  

４．南地区 11．綾里地区 18．荒崎地区  

５．北地区 12．洲本地区 19．赤坂地区  

６．南杭瀬地区 13．浅草地区 20．青墓地区  

７．多芸島地区 14．川並地区 21．上石津地区  

 

③回答欄 

 

④回答欄 

 

①回答欄 

年

齢

 

性

別

 

②回答欄 

 勤
務
地

②回答欄 

 職

業
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⑦回答欄 

   

⑤回答欄 

 

⑥回答欄 

   

 
 
 
 
 

 
⑤大垣市が「文教のまち」といえると思いますか？ 

１．思う        ⑥へ 
２．思わない      ⑦へ 
３．とちらともいえない ⑦へ 

 
⑥⑤で「１．思う」 と答えた人のみ回答してください。 

なぜ、大垣市が「文教のまち」と思いますか？（３つまで） 

１．藩校以来の教育を大切にする気風や風土がある 
２．明治に多くの博士を輩出するなど、優れた人材が世に出ていること 
３．地域の学校を大切にするなど、教育を尊重する伝統文化が息づいている 
４．様々な分野（企業、団体等）で人材を育てようとする気質がある 
５．成人学校等を代表とする市民の学ぶ意欲が強く活発である 
６．奉仕、福祉、まちづくりに対する市民意識が高い 
７．市民の文化芸術活動が盛んで、文化度が高い 
８．市民のスポーツに対する関心が高くスポーツ人口が多い 
９．その他（                           ） 

 

⑦大垣市が今後「文教のまち」として発展していくためには、特に何を大切にしたら 

よいと思いますか？（３つまで） 

１．郷土の歴史や伝統文化を守り、後世に継承する 
２．保護者や地域から信頼され、誇りのもてる学校をつくる 
３．子どもたちが未来に夢と希望をもてる教育環境を整備する 
４．短大･大学等を充実し、高等教育のレベルを高める 
５．様々な分野でリーダーを養成するなど、人づくりに努める 
６．市民ボランティアや市民団体等が活動できる環境をつくる 
７．いつでも自由に学習機会を選択し、学ぶことができる生涯学習社会を 

つくる 
８．地域文化を創造し、文化のかおり高いまちをつくる 
９．いつでも手軽にスポーツ等に親しむことができる環境をつくる 
10．その他（                           ） 

～ 今後の大垣市教育の方向性を確立します ～ 

大垣は、歴代戸田藩主の一貫した文教尊重の施策に支えられた庶民文化の伝統

が継承され、明治の初めには日本で最初の博士を次々に生んだ地で「学問のまち」

「博士のまち」として有名で、昔から、学問や教育によって人心を導くことから

「文教のまち大垣」と言われています。 
現在、「文教のまち大垣」の地域性、独自性を持たせながら、今後１０年先を

見据えた大垣市教育のあるべき姿と方向性を示した「大垣市教育振興基本方針」

の策定準備をしています。 
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⑨回答欄 

   

⑩回答欄 

   

⑧回答欄 

 

⑧大垣市民のイメージに最もあうと考えられる姿は何ですか？ 

１．生涯にわたり学びへの意欲を持ち続け、取り組む大垣市民 
２．互いに支えあい、奉仕の心を持つやさしい大垣市民 
３．郷土を愛し、郷土のためにつくす大垣市民 
４．文化や芸術を愛し、感性豊かな大垣市民 
５．スポーツ等に親しみ、健康で元気な大垣市民 
６．その他（                       ） 

 
 
 
 
 
 
⑨子どもたちが健やかに育つための環境づくりで、何が必要だと思いますか？ 

（３つまで） 

１．保護者、地域から信頼される学校にする 
２．家庭の教育力を高める 
３．地域の教育力を高める 
４．地域の安全性を高める 
５．子どもの遊び等の環境を整える 
６．学校、家庭、地域が連携･協力し、地域ぐるみで子どもを守り育てる体制

をつくる 
７．その他（                           ） 

 
⑩子どもたちが健やかに育つために、どんなことを身につけるべきだと思いますか？ 

（３つまで） 

１．基礎的な知識や生きる知恵 
２．「早寝早起き朝ごはん」等の規則正しい生活習慣 
３．命の大切さや他を思いやるやさしい心 
４．善悪の判断や、社会のルールを守る規範意識 
５．働くことの大切さを知る勤労意識 
６．地域を理解し、愛する気持ちや態度 
７．文化芸術等にふれ、理解する豊かな感性 
８．スポーツ等に親しみ健やかな体をつくる 
９．国際理解や国際感覚を養う共生意識 
10．自然体験や実体験を通して自然を理解する気持ち 
12．つらいことにも耐えることができる力や精神力 
11．その他（                           ） 

～ 次代を担う子どもの健全育成を目指します ～ 

大垣の未来を担う子どもたちが、健やかに育つための環境、あるべき姿を実現

するために何が必要なのかを明確にし、「ひたむきに生きる力」を身につける教育の

推進を図ります。 
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⑫回答欄 

   

 
 
 

 

 

 

⑪家庭の教育力を高めるには何が必要ですか？（３つまで） 

１．子育てや教育に関する情報を充実する 
２．子育てや教育に関する相談体制を整える 
３．子育てに関する学習活動の機会を充実する 
４．親子がふれあう場や機会を充実する 
５．家庭を支援する人材を育成する 
６．家庭教育を支えている団体等を支援する 
７．地域社会が子育て家庭を支援する 
８．その他（                           ） 

 

⑫学習やまちづくり活動ができる環境を各地域でつくるには、さらに何が必要だと思い

ますか？（３つまで） 

１．地区センター等で各種講座を幅広く開催する。 
２．地区センターや公民館などを地域における学習やまちづくり 

活動の拠点として整備する 
３．地域で生涯学習等を指導する人材を育成する 
４．地域に生涯学習等を指導・支援するコーディネーター等を配置する 
５．郷土の学習ができるよう教育施設を活用する 
６．小中学校をさまざまな活動ができるよう市民に開放する 
７．図書館を身近に利用できるよう整備充実する 
８．その他（                           ） 

 

⑬教育に対する課題、今後の進むべき方向性などについて、ご意見・ご提案などが 

ございましたら、ご自由にお書きください。 

 
 
 
 
 
 

 

⑪回答欄 

   

～ 地域全体で教育の向上に取り組みます ～ 

社会の大きな変化の中で、近年、家庭や地域の教育力の低下などが指摘される

一方で、地域の人々が積極的に学校や地域活動に協力しようとする動きが出てき

ています。 
今後、社会の急激な変化が予想される中、一人ひとりが個人として自立し、

その能力を磨きながら、健康で充実した人生を実現できる仕組みづくりを、地域

社会全体で進める必要があります。 


